
守山市中間支援組織あり方研究会
第１回

令和５年５月30日（火）午後6時から

守山市民交流センター交流室

守山市市民協働課

資料２



『中間支援』とは

（１）市民活動をしている人・団体 × 市民活動をしている人・団体（交流）
（２）市民活動をしている人・団体 × 活動資金（助成、情報、手続）
（３）市民活動をしている人・団体 × 活動場所（情報）
（４）市民活動に関心がある人 × 市民活動をしている人・団体（会員拡大）
（５）市民活動をしている人・団体 × 一般の市民（参加者集め）

e t c

⇒
行政と市民活動団体、市民活動団体同士、人と市民活動団体をつなぎ、市民活動

に関するあらゆる『相談』を通じて、必要なヒト・モノ・カネ・情報とのマッ

チングや課題発見・解決、情報提供、専門家への取次ぎ等をおこなうことで、団体
活動を支え、あらゆる面で援助することで市民活動の活性化に資すること。

2



中間支援組織のあり方研究会

• 本市に求められる「中間支援組織」の機能やそれに見合う団体や人材の情報など、本市

の地域性および必要性を具備した中間支援組織を構築するため、市民活動団体や専門家

からなる研究会を組織する。

【本研究会の予定とテーマ案】

１回目【5/30】：本市の市民活動についての現状と課題の共有

２回目【７月上旬】：中間支援組織を有効に機能させるために具体的に必要なこと

３回目【７月末】：担う人材・体制について１

４回目【８月末】：担う人材・体制について２

５回目【９月末】：初めに取り組む具体的目標、数年後の組織の姿
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市民交流センターの管理運営の現状

• 従前（指定管理・公設民営） • 現状 (市直営）・委託 ①貸館、②施設管理

所長
(雇用)

副所長
(雇用)

日勤ス
タッフ
(雇用)

専門員
(雇用)

会 計
(雇用)

夜勤ス
タッフ
(雇用)

指定管理団体

市民交流
センター貸館業務

施設管理
業務

市民活動
支援業務

(中間支援)

自主事業
(事業収入)

指定管理料￥

事業収入￥

所長
(課長兼務)

施設管理
業務

係員３名
(常勤)

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
1名

(週4日)

・指定管理料だけでは
資金繰りが厳しい（施
設老朽、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室廃
止、減免利用多、コロ
ナによる利用減少等）
・利用者多く、貸館等運
営管理で手一杯

比重大

休祝日
日勤ス
タッフ

夜勤ス
タッフ

①シルバー人材センター ②守山環整

委託

貸館、施設管
理を委託で分
離して管理

貸館
業務

市（協働推進係）

市民交流
センター

窓口担当
事務員３名
(月12日)

委託

専任
自主事業

市民活動
支援業務

・協働推進係の本来
業務への影響大
・自主事業、市民活
動支援も大々的
な取組は困難
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市民交流センターとは？

市民活動、文化活動、スポーツ活動および市民交流の場として個人または団
体が利用できる施設です。

＜１階＞
多目的ホール（391㎡）、サロンルーム（111㎡）、交流室（55㎡）、
ミーティング室（16㎡）（下線スペースは市民活動団体へ無料開放）
＜２階＞
研修室１･２（83㎡ パーテーションで区分 ２室で利用）
会議室（40㎡）、和室１･２（65㎡ 障子で区分 ２室で利用）
＜開館時間＞ （平 日）午前９時から午後10時まで

（日祝日）午前９時から午後５時まで
（休館日）毎月第３日曜日、年末年始
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令和４年度の市民活動支援の実績

1.市民提案型まちづくり支援事業

市民公益活動団体の自主的・自発的に取り組むまちづくり活動を支援するもの
で、その活動経費に対し、各区分の設定金額に応じた助成金を交付するもの。

(1)チャレンジ応援事業【上限３万円】
・採択団体：10団体
・助成確定額：262,800円

※同一事業への交付は３回限り助成できます
同団体の別事業へは交付可能です

7



(2)地域貢献事業【上限15万円】
自立事業化前提型事業【上限50万円】

・採択団体 ：地域貢献事業10団体、
自立事業化前提型事業１団体

・助成確定額：1,836,700円

※事前にプレゼンテーションがあり、採択されるかが決まります。
助成金は８割分の概算払いが可能です。

２.ふるさと納税を活用した「豊かな市民活動のまち応援事業」
・採択団体：3団体

・助成額：上限 2,356,000円
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３ 「市民参加と協働のまちづくりフォーラム」の開催

(1)第１回：令和４年５月29日（日） 参加者：67名
【第一部】学区・団体等の活動取組報告
「河西まるごと活性化プランの取り組みについて」 河西学区 様
「演劇で守山に『未来のチカラを』」 もりやまふるさと劇団 様
【第二部】まちづくりの先進事例
「若者の地域活動への参加」 日本青年会館 山本信也 様

(2)第２回：令和５年２月26日（日）
参加者：22名

【第一部】団体等の活動取組報告
・オムスビの会
・もりやまこども日本語学習クラブ
【第二部】講演
「孤立した親・こどもが一人もいない社会を目指して」
西成チャイルド・ケア・センター 代表理事 川辺康子 様
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4 ファシリテーター養成講座（基礎編・フォローアップ編）の実施

（1）職員向けファシリテーター養成講座
日 時：令和４年12月23日（金）受講者数：37名

（2）市民向けファシリテーター養成講座 基礎編
日 時：令和５年１月７日（土）受講者数：23名

（3）ファシリテーター養成講座 フォローアップ編
日 時：令和５年１月27日（金）受講者数：職員12名市民８名）

※(2)、(3)は「さんさんまちサポセミナー」（後述）
の一部として開催

５ 市民活動手引書「もり・まっち」等の発行
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６ さんさんまちサポセミナーの開催
市民活動やまちづくりに取り組まれている方々に向けて、日々の活動における困りごとの解決や団体活動の幅を

広げていただくことを目的に開催。ＩＴツールの活用や情報発信、資金調達など団体活動に有益なセミナーを企
画。（一部のみの受講も可、受講料無料、託児対応も可）

日時・テーマなど 受講者数

第１回 ９月24日（土）10：00～11：30
「コロナに負けるな！活動継続のためのＺｏｏｍ活用術」 12名

第２回 10月15日（土）13：30～16：30
「イチから分かるSDGs ～今、私たちにできること～」 ８名

第３回 11月２日（水）19：00～20：30
「新たな資金調達のカタチクラウドファンディング」 ９名

第４回 11月25日（金）10：00～11：30
「わかる！コミュニティ運営と伝わる情報発信」 ６名

第５回 12月10日（土）10：00～11：30
「デザインの幅が広がる！Ｃａｎｖａの使い方講座」 23名

第６回 12月17日（土）10：00～11：30
「労働者協同組合ってなに？新しい活動のカタチ」 ５名

第７回
（前述）

１月７日（土）13：30～16：30
「ファシリテーター養成講座 基礎編」 23名

第８回
（前述）

１月27日（金）13：30～16：30
「ファシリテーター養成講座 フォローアップ編」 20名

第９回 ２月10日（金）13：30～16：00
「NPO向け決算講座 会計編」 ５名

第10回 ３月28日（火）19：00～20：30
「令和５年度市民提案型まちづくり支援事業について」 ２名
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７ 守山市民交流センター「さんさん守山」について
(1) 施設利用状況（令和５年３月末時点）
〇文化活動スペース（貸館） 利用者数 27,150名（Ｒ３：27,937名）

施設利用率 46.3％（Ｒ３：53.6％）
登録団体： 57団体（３月末）
・守山市民活動フェスタ実行委員１名以上参加

・公益活動に１団体２回（人）以上参加する計画書と実績報告の提出

※天井部材剥落のため多目的ホールの貸館を停止（６月13日～11月20日）

〇市民活動スペース（無料） 利用者数 12,431名（Ｒ３：3,616名）
施設利用率 25.8％（Ｒ３：15.7％）

※サロンルームをマイナンバーカード交付特設会場として使用（１月４日～３月31日）
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(2)事業実施

①「もりやま市民活動フェスタ2022」の開催（実行委員会主催）

市民活動団体と文化・スポーツ団体の交流の場として開催。
実行委員会主体による企画・運営を進める。（登録団体）
・日 時：令和４年11月19日（土）20日（日）
・内 容：活動展示、体験コーナー、ステージ発表など
・参加者：延べ600名

②「さんさんまちサポセミナー」の開催（センター主催）（前述のとおり）令和４年度より実施。
③センター協力事業（開催目的の公益性を鑑みセンターで開催日の施設を事前予約）
ア パソコンおたずね室（毎週水曜日、午後１時～、交流室）
イ 歌おう会（毎月第２・第４水曜日、午後１時30分～、サロンルーム）
ウ 暮らしの相談室（毎月第４木曜日、午後１時～午後５時、ミーティング室）
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市内の市民活動団体について

【拠点施設】
・市民交流センター 272団体（227団体：直近更新確認）
・社会福祉協議会ボランティアセンター ボランティア登録 団体59 個人78
・図書館 238団体
・公民館 自主教室 53団体
・エルセンター 130団体
・あまが池プラザ（株式会社みらいもりやま２１）56団体（営利も含む）
・市民ホール（文化体育振興事業団）自主教室８団体 スポーツ団体

・重複している団体もあり
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市民活動
団体

市民による活動と
中間支援組織のイメージ

文化活動団体・
自主教室

主に公民館等で
支援

スポーツ活動団体
文化体育振興事業団や
スポーツ振興課などで支
援

自治会・学区活動

主に地区会館・市民協働課
で支援

ボラン
ティア
団体

社会教育団体

社会教育・
文化振興課で
支援

中間支援組織で支援していくエリア

活動の対象（人や場所）を広
げ、社会と関わる可能性があ
る団体に対しその目的を達成
するために必要な支援を行う。
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県内の主な中間支援組織（拠点施設）

【公設公営】

• 長浜市 （ながはま市民協働センター） 直営

• 甲賀市 （甲賀市まちづくりセンターまるーむ） 直営

【公設民営】… 運営は｢民営｣が望ましい（事業の柔軟性)

• 大津市 NPO法人HCCｸﾞﾙｰﾌﾟ（大津市民活動センター）指定管理

• 草津市（公・財）市ｺﾐｭﾆﾃｨ事業団（キラリエ草津）

• 東近江市 認定NPO法人まちづくりネット東近江 委託

• 滋賀県（公・財）淡海文化振興財団（淡海ﾈｯﾄﾜｰｸセンター）

【民設民営】

・近江八幡市内 認定NPO法人しがNPOセンター

・大津市内 NPO法人まちづくりスポット大津 企業寄附
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